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論 文 内 容 の 要 旨 
本研究の目的は、教育実践学の立場からデューイのコミュニケーション論を視点として音楽学習で
の身体表現における意味生成の過程と構造を明らかにすることである。 


























































































 第 2 章「うちのせんだんのき」を教材に小学校 1 年生を対象にした事例研究では、「経験」「分
析」「再経験」「評価」という子どもの一連の表現過程に沿って身体表現を分析し、鑑賞学習での意
味生成に身体がどう機能しているかを解明している。「質の受容・感覚的意味の共有・共同行為と
意義内容の獲得」というデューイ理論の検討で析出した身体の機能が学習過程において発揮されて
いることを発見している。子どもの身体表現が詳細に記録化され、それに基づいて身体の機能と意
味生成の過程が解明されており、実証性の高い論述となっている。また、子どもの活動を「変形・
反復・創作・同調」のカテゴリーで分類し、それを上述した身体の諸機能と関連づけて考察し、さ
らに分析を通して「模倣」「見守り」といったカテゴリーを発見し、身体表現が「楽器の音色」「拍
子」等の音楽的要素に関連していることを説得的に論じている。身体表現を「質」として分析する
意義の説明にはやや物足りなさは残るが、音楽学習の先行研究が言語に注目してきた偏りを克服す
る意図を持つ本論文において、身体に着目しつつ、そこに言語やそれに繋がる音楽的要素の意義を
指摘したことは、身体の機能における言語の意味を位置づけ直す視点を提起したものとして評価で
きる。続いて「八木節」（小学校４年生）・「獅子舞囃子」（小学校４年生）・「河内音頭」（中学校２
年生）を対象にした事例研究においても同様の結論を導き出し、身体表現への参加と反復を保障す
る授業過程が共同行為を成立させていることを精緻に分析している。四つの事例ともに抽出された
子どものグループにおける活動が授業過程の文節に沿って記録化されて、授業分析の研究方法が的
確に適用されている。この研究方法によって四つの事例に共通する意味生成の過程を抽出し、そこ
に身体の機能がどう関連するかを解明した本論文は、音楽鑑賞学習の授業構成論に対しても有効な
視座を示した教育方法学的研究として高く評価できる。いずれの事例も抽出されたグループによる
活動の分析が中心であり、学級全体の音楽学習における意味生成論の解明、また身体の同調論とし
て教材に取り上げた「わらべうた」「民謡」と現代の子どもの身体感覚との関連、多様な生活背景
や発達の課題を抱えた子ども集団において展開される授業過程において共同行為・共同性が成立す
る条件の解明、さらに本論文での授業実践が子どもの成長にどう寄与するかの解明が今後期待され
るが、これらの課題を著者は自覚している。 
学校教育においてアクティブラーニングの導入等、子どもの主体性の育成を掲げる学習論が盛ん
に要請されている今日の動向に対して、本論文が解明した意味生成の過程と身体の機能論は、活動
主義的学習を克服し、今後の学習論の展開の方向を示唆している。「学びの共同体」論をはじめと
する我が国の教育方法学研究の動向に対しても、共同行為としての学習過程の成立を究明した本論
文は、鋭い論点を提起している。また本論文が基盤としたデューイの芸術論からの接近はいくつか
見られるが、音楽の教育実践論としての探究は極めて乏しい。デューイ理論を基盤とする教育学研
究では、社会科教育・生活科教育・生活教育の分野での研究が多くを占める中で、音楽教育の分野
からデューイ論を位置づけるための画期をなす研究である。さらに、教育方法学研究と教科教育学
研究を架橋する点で、本論文の研究方法は教育実践を対象にした教育学研究の方向を示すものとし
て意義がある。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
